
鱒

☆
側
フ
ラ
ワ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
ひ

ょ
う
ご
、
み
ど
り
の
日
に
誕
生

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
兵
庫
県
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
兵
庫
の
花

づ
く
り
推
進
協
議
会
が
募
集
を

し
た
〃
弧
フ
ラ
ワ
ー
プ
リ
ン
セ

ス
ひ
ょ
う
ご
″
が
、
四
月
二
十

九
日
の
「
み
ど
り
の
日
」
に
、

兵
庫
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
応
募
総
数
三
二
五
人

の
中
か
ら
選
考
し
決
定
。

審
査
基
準
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
健
康
的
。
兵
庫
の
顔
と
し
て

公
式
行
事
で
活
躍
可
能
。
兵
庫

県
内
産
花
き
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ

さ
わ
し
い
親
し
み
や
す
く
明
る

舜
型

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

綴; 瀞鍵

最終審査で３人のプリンセスが誕生した

い
女
性
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て

第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
と
選

あ
ん

考
の
結
果
、
庵
袋
美
香
さ
ん
（
畑

・
加
古
川
市
・
甲
南
大
２
回
生
）

泥
け
だ

が
代
表
プ
リ
ン
セ
ス
に
、
武
田

み
か
巳
佳
さ
ん
（
”
・
西
宮
市
・
会

社
員
）
、
田
中
志
保
さ
ん
（
配
・

芦
屋
市
。
会
社
員
）
が
プ
リ
ン

セ
ス
に
選
ば
れ
た
。

☆
オ
ー
レ
ノ
．
川
鉄
サ
ッ
カ
ー
部

５
月
８
日
京
都
の
西
京
極
ス

タ
ジ
ア
ム
で
Ｊ
Ｆ
Ｌ
第
５
節
、

来
シ
ー
ズ
ン
よ
り
神
戸
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
っ
た
川
崎
製
鉄

サ
ッ
カ
ー
部
と
京
都
パ
ー
プ
ル

サ
ン
ガ
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
「
オ
ー
レ
ノ
．
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
神
戸
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
を
つ
く
る
市
民
の
会
」

が
川
鉄
応
援
バ
ス
ッ
ア
ー
を
企

画
、
バ
ス
２
台
、
総
勢
皿
人
の
サ

ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
た
。

試
合
は
１
対
１
の
ま
ま
、
後

半
途
中
、
突
風
に
よ
り
ス
タ
ン

ド
の
屋
根
の
一
部
が
落
ち
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
中
断
、
結

｢ オーレノＫＯＢＥ」の記念すべき
第１回応援ツアー

ン
ガ
が
勝
っ
た
。
前
半
快
晴
、
後

半
雷
雨
の
中
で
の
声
援
に
川
鉄

サ
ッ
カ
ー
部
も
大
健
闘
、
負
け

は
し
た
も
の
の
、
サ
ポ
ー
タ
ー

達
も
応
援
の
手
応
え
を
つ
か
み

ま
ず
ま
ず
満
足
し
た
よ
う
だ
。

☆
関
西
日
印
文
化
協
会
が
創
立

三
十
五
周
年
の
記
念
誌
発
行

文
化
交
流
を
通
し
て
イ
ン
ド

と
日
本
の
橋
渡
し
を
し
て
き
た

関
西
日
印
文
化
協
会
が
創
立
三

十
五
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念

誌
「
日
印
文
化
」
を
発
行
し
た
。

記
念
誌
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

在
日
イ
ン
ド
人
を
特
集
。
在
留

イ
ン
ド
人
の
動
向
か
ら
彼
ら
の

暮
ら
し
ぶ
り
ま
で
、
あ
ま
り
知

ら
れ
な
か
っ
た
在
日
イ
ン
ド
人

の
実
態
を
様
々
な
角
度
か
ら
興

味
深
く
レ
ポ
ー
ト
、
イ
ン
ド
を

真
に
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な

資
料
と
し
て
大
き
な
反
響
を
呼

ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
在
日
イ

局
延
長
戦
で
も
決
ま
ら
ず
、
Ｐ

Ｋ
合
戦
４
対
２
で
パ
ー
プ
ル
サ

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
Ⅳ
）

ｌ
僕
の
友
達
は
音
楽
ｌ

Ｔ
君

僕
の
名
前
は
、
Ｎ
・
Ｔ
で
す
。

年
齢
は
、
二
十
四
才
。

美
人
の
お
姉
さ
ん
二
人
に
か
わ
い
が

ら
れ
て
育
っ
た
の
で
、
少
し
わ
が
ま
ま

で
甘
え
ん
坊
な
所
が
あ
り
ま
す
。

し
ゃ
べ
れ
る
け
ど
、
普
段
は
ほ
と
ん

ど
話
し
ま
せ
ん
。

機
嫌
が
い
い
時
だ
け
話
し
か
け
ら
れ

る
と
、
返
事
を
す
る
だ
け
で
す
。

仕
事
は
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。い

つ
も
は
目
を
閉
じ
て
下
を
向
い
て

い
ま
す
が
、
音
楽
が
流
れ
て
く
る
と
、

急
に
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
大
き
な
目

を
ギ
ョ
ロ
ッ
と
あ
け
て
嬉
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

歌
も
大
好
き
で
、
古
い
歌
か
ら
新
し

い
歌
迄
、
知
ら
な
い
歌
は
な
い
く
ら
い

ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
も
、
い
っ
し
ょ

に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

特
に
テ
ン
ポ
の
早
い
曲
が
好
き
で
、

つ
い
立
ち
上
っ
て
踊
り
出
し
ま
す
。

楽
器
を
持
た
せ
る
と
お
手
の
も
の
。

抜
群
の
リ
ズ
ム
感
で
、
ど
ん
な
曲
で

も
の
り
ま
く
っ
て
、
時
と
奇
声
を
あ
げ

て
い
つ
も
の
僕
は
ど
こ
へ
行
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
、
自
分
で
も
不
思
議
な
く
ら
い

で
す
。だ

か
ら
僕
の
元
気
の
も
と
は
音
楽
で

す
。
シ
ー
ン
と
し
て
い
た
ら
、
に
ぎ
や

か
な
曲
を
か
け
て
、
ネ
。

た
ち
ま
ち
元
気
に
な
る
か
ら
さ
。（

Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
１
－
１

｛
ハ神

戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
’
二
二
一
’
二
一
一
四

声

Ｐ

★
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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と
で
、
現
在
は
和
田
防
波
堤
の

み
で
行
わ
れ
て
い
る
手
法
。
自

ら
「
神
戸
備
中
釣
保
存
会
」
の
指

導
員
も
務
め
て
い
る
片
山
さ
ん

が
、
こ
の
独
特
の
釣
り
か
た
を

後
世
へ
残
し
た
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
．
ヘ
ン
を
と
っ
た
。
備

中
釣
り
を
回
想
し
て
の
、
歴
史
、

人
間
模
様
、
技
術
、
釣
り
の
光
景

な
ど
が
、
自
ら
の
イ
ラ
ス
ト
と

味
わ
い
深
い
文
章
で
淡
々
と
綴

ら
れ
て
い
る
。
千
八
百
円
。

☆
ス
リ
ラ
ン
カ
展

（
財
）
神
戸
国
際
交
流
協
会
は

在
日
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
と
の

共
催
で
「
ス
リ
ラ
ン
カ
展
」
を

神
戸
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
。
こ
れ
は
発
展
途
上
国

か
ら
の
輸
入
促
進
を
目
的
に
実

識§鍵§鍵鍵

●

ン
ド
人
の
四
分
の
一
が
神
戸
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
。

尚
こ
の
記
念
誌
の
希
望
者
に

は
実
費
で
配
布
し
て
く
れ
る
。

国
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
関
西
日

印
文
化
協
会
〒
師
ｌ
加
神
戸
市
北
区

鈴
蘭
台
東
町
９
１
７
‐
調
簡
、
ｌ
副

１
５
６
３
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
ｍ
ｌ
郷
１
８
８

５
７
（
記
念
誌
は
な
る
べ
く
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

☆
海
外
に
関
わ
る
日
本
人
へ
の

警
鐘
の
レ
ポ
ー
ト
発
刊

神
戸
在
住
の
フ
リ
ー
ラ
イ
タ

ー
渋
谷
幾
三
さ
ん
が
新
風
書
房

よ
り
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
ア
フ
リ

カ
の
現
代
日
本
人
達
」
を
出
版

し
た
。か

つ
て
若
者
達
の
ロ
マ
ン
の

対
象
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
。
今

で
は
多
く
の
日
本
人
が
住
み
、

多
く
の
旅
行
畢
有
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
現
地
で
は
日
本

人
の
起
こ
す
事
件
や
問
題
が
続

発
し
て
い
る
。
こ
の
本
で
は
そ

ｌ
ｌｌｌ
ｌ

蕊織

瀧:｜
織蕊；灘

ん
な
ア
フ
リ
カ
の
日
本
人
社
会

と
旅
行
者
の
実
態
と
病
理
を
レ

ポ
ー
ト
。
現
地
人
へ
の
差
別
、

ア
フ
リ
カ
男
性
を
求
め
る
女
性

等
々
、
渋
谷
さ
ん
が
見
た
も
の

は
現
在
日
本
が
抱
え
て
い
る
最

も
ダ
メ
な
部
分
で
あ
っ
た
。

益
々
海
外
と
接
す
る
機
会
が

増
え
て
い
く
な
か
、
改
め
て
日

本
人
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
衝
撃
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
。
千
五
百
円
。

☆
備
中
釣
り
の
神
髄
を
こ
の
一

冊
で

画
家
の
片
山
直
さ
ん
が
、
神

戸
港
和
田
防
波
堤
に
伝
わ
り
定

着
し
た
〃
備
中
釣
り
″
の
神
髄

と
醍
醐
味
を
記
し
た
エ
ッ
セ
イ

「
備
中
釣
皆
伝
」
（
交
友
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
刊
）
を
出

版
し
た
。職

〃
備
中
釣
り
〃
と
は
、
掛
竿
を

使
い
白
昼
大
型
チ
ヌ
を
釣
る
こ

;驚議

ｈ－

蔓畠饗蕊霊

片山直さん

史
遺
産
、
観
光
情
報
な
ど
が
併

せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◇
日
時
６
月
１
日
（
水
）
’
７
月
加
日

（
日
）
加
時
１
打
時
火
頃
休
館

◇
会
場
神
戸
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
「
市
民
広
場
駅
」
酉

◇
入
場
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
（
財
）
神
戸
国
際
交

流
協
会
貿
易
促
進
部
宵
、
ｌ
細
ｌ

Ｏ
Ｏ
３
０

☆
ヨ
ガ
で
自
己
開
発
を

「
毎
日
の
生
活
の
中
の
一
瞬
一

瞬
を
ヨ
ガ
行
法
と
考
え
る
『
生

活
ヨ
ガ
』
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
む
気
持
ち
が
お
こ
っ
た

時
が
『
ヨ
ガ
』
の
ス
タ
ー
ト
な

ん
で
す
よ
」
と
山
本
ヨ
ガ
研
究

所
主
宰
の
山
本
正
子
さ
ん
。
５

月
に
Ｊ
Ｄ
Ｃ
よ
り
出
版
さ
れ
た

『
ヨ
ガ
・
幸
福
へ
の
招
待
（
１

３
０
０
円
）
』
は
ヨ
ガ
を
始
め
る

人
、
ヨ
ガ
を
深
め
た
い
人
へ
の

山
本
さ
ん
か
ら
の
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
体
の

各
部
位
の
ト
ラ
ブ
ル
に
効
果
の

あ
る
様
々
な
ポ
ー
ズ
、
呼
吸
法

や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ョ
ガ
を
、
写
真

を
多
く
取
り
入
れ
分
か
り
や
す

く
解
説
。
食
事
療
法
の
紹
介
の

後
は
、
ヨ
ガ
の
最
終
目
的
で
あ

る
『
膜
想
』
へ
と
続
く
。
山
本

さ
ん
自
身
の
体
験
や
、
神
の
化

身
『
サ
テ
ィ
ア
・
サ
イ
バ
バ
」

と
の
イ
ン
ド
で
の
出
会
い
に
つ

い
て
な
ど
、
読
み
進
む
う
ち
に

全
宇
宙
に
ひ
ろ
が
る
精
神
世
界

仏教遺跡｢ ルパンベリセヤ大塔」

施
さ
れ
て
い
る
発
展
途
上
国
産

品
展
示
事
業
の
第
六
十
回
目
の

催
し
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
も

の
。
今
回
の
展
示
会
で
は
、
輸

出
量
世
界
一
の
紅
茶
や
繊
維
製

品
を
中
心
と
し
た
主
要
輸
出
産

品
の
展
示
・
即
売
の
ほ
か
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
国
情
、
文
化
、
歴

蕊

■宇一邑罰周

蕊
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ス
ト
（
音
楽
＆
う
ま
い
も
ん
）
地
方
博
も
、
。
ハ
ビ
リ
オ
ン
形
一

４
ガ
ー
ル
＆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
式
か
ら
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
一

を
組
み
立
て
ら
れ
る
「
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」
を
育
て
な
け

声

両

に
引
き
込
ま
れ
る
。
自
分
の
体

と
心
に
向
き
合
い
、
本
来
持
っ

て
い
る
力
を
信
じ
る
こ
と
に
よ

り
目
覚
め
る
、
健
康
、
勇
気
、

希
望
。
自
分
自
身
を
模
索
中
の

方
は
是
非
ご
一
読
を
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
、
書
店
、
山
本
ヨ
ガ

１
１１２
１

方
式
に
切
り
変
え
ら
れ
て
き

つ
つ
あ
る
℃

思
え
ば
、
こ
れ
ら
の
流
れ

に
必
要
な
こ
と
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
地
元
文
化
へ
の
密
着
で

あ
る
。
そ
の
為
に
必
要
な
の

は
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の

登
場
で
あ
る
。
所
詮
、
文
化

催
事
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
が
、
地
元
の

状
態
も
十
分
理
解
し
て
催
事

●
天
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

★
日
本
郵
船
神
戸
コ
ン
テ
ナ
・
プ
レ
イ

ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
５
月
訓
日
（
月
）

に
、
六
甲
Ｉ
・
コ
ン
テ
ナ
船
埠
頭
第
６

◇
７
パ
ー
ス
に
竣
工
。
（
財
団
法
人
神
戸

港
埠
頭
公
社
松
浦
勢
一
理
事
長
。
根
本

二
郎
代
表
取
締
役
社
長
）

★
神
戸
地
下
街
株
式
会
社
（
田
測
楽
次

代
表
取
締
役
社
長
）
の
役
員
新
任
ご
紹

介
。
安
岡
利
美
（
代
表
取
締
役
・
専
務

取
締
役
）
石
村
由
喜
雄
需
務
取
締
役
）

大
海
一
雄
（
設
術
担
当
・
常
務
取
締
役
）

★
日
本
誼
信
電
話
（
株
）
の
神
戸
支
店
長

に
井
上
登
氏
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
コ
ナ
ミ
エ
業
の
上
月
景
正
氏
が
会
長

兼
務
で
社
長
に
復
帰
。

★
５
月
廻
日
、
元
ピ
オ
フ
ェ
ル
ミ
ン
製

薬
社
長
の
百
崎
辰
雄
氏
が
急
性
肺
炎
の

た
め
死
去
翁
才
）
。
社
葬
は
６
月
即
日

中
央
区
花
隈
町
に
あ
る
日
本
埜
将
汲
団

神
戸
教
会
で
。
喪
主
は
百
崎
俊
郎
氏
。

☆
５
月
３
日
（
祝
）
。
中
西
美
代
子
さ
ん

晶
才
）
が
、
神
戸
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
病

院
で
、
ガ
ン
と
闘
病
の
末
死
去
。
同
夜

７
時
か
ら
病
院
の
教
会
で
御
葬
儀
が
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
ア
ー
チ
ス
ト
の
植
松
室
｜
｜
さ
ん
の
和

子
夫
人
（
幅
才
）
が
、
５
月
釦
日
（
土
）
神

戸
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
病
院
で
ガ
ン
の
た

め
に
死
去
。
翠
日
（
日
）
の
午
後
１
時
か

ら
西
宮
市
の
順
心
寺
で
ご
葬
儀
が
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

☆
６
月
ｎ
日
（
土
）
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本

ハ
ル
ミ
さ
ん
が
、
塞
皐
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
日
本
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル

協
会
（
森
美
代
子
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
〃
伽
パ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
＆
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
″
を
〃
ポ
ー
セ
ジ
ュ
ー
ル

３
Ｆ
〃
で
、
午
後
３
時
。
午
後
５
時
は

（
お
茶
と
シ
ョ
ー
３
０
０
０
円
）
、
午
後

７
時
（
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
会
員
２
５
０

０
０
円
ビ
ジ
タ
ー
２
８
０
０
０
円
）
と

３
回
に
豆
っ
て
開
催
。

お
申
込
／
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会

事
務
局
簿
叩
（
”
）
５
６
９
０
藤
本
ハ
ル

ミ
迄

☆
〃
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
″
の

登
場
こ
そ
挨
た
れ
る

都
市
の
活
性
化
の
た
め
に

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
必

要
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
語
り
尽
さ
れ
て
き

た
。
が
、
可
成
集
約
さ
れ
た

〃
観
客
誘
因
″
と
し
て

１
歴
史
２
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

（
物
語
）
３
リ
ズ
ム
＆
テ
ィ

花時計

胡

罰篭開
い

山本正子さん郭

れ
ぱ
文
化
は
育
た
な
い
。

研
究
所
（
神
戸
市
遥
区
水
道
筋
６
‐
３
‐

３
禽
叩
Ｉ
細
’
１
０
２
５
）
ま
で
。

☆
心
豊
か
な
リ
サ
イ
ク
ル
ラ
イ

フ
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か

リ
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
フ
を
実
践

し
て
い
る
方
の
た
め
の
ハ
ン
デ

ィ
ー
な
情
報
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
得
々
リ
サ
イ
ク
ル
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

ガ
イ
ド
関
西
版
」
が
リ
サ
イ
ク

ル
文
化
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

関
西
版
は
、
好
評
を
博
し
た
全

国
版
、
首
都
圏
版
に
続
き
発
行

さ
れ
た
も
の
で
、
衣
類
、
家
具
、

Ｃ
Ｄ
、
ギ
フ
ト
券
等
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

九
百
三
十
三
軒
を
網
羅
。
ほ
か

に
、
地
域
別
・
月
別
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
や
環
境
団
体

５
サ
イ
ト
シ
ー
ン
（
景
色
）

６
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
買
物
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
要
因
に
加
え
て
、
都

市
の
活
性
化
に
必
要
な
手
法

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
。
オ
リ

エ
ン
テ
ッ
ド
・
ポ
リ
シ
ー
と

い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
は
、

作
家
の
堺
屋
太
一
氏
で
あ
っ

た
。
こ
の
考
え
方
も
確
か
に

一
世
を
風
廃
し
て
、
都
市
の

活
性
化
、
街
づ
く
り
に
多
く

採
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ

れ
は
、
現
在
で
も
飽
く
こ
と

な
く
続
い
て
い
る
。
従
掴
来
の

懇舞鐸舞雰 扉￥認錐# 霞３

こ
の
本
を
読
者
三
名
の
方
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
左
記
の

要
領
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

皿
応
募
方
法

葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
月
刊
神
戸
っ

子
「
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
リ
サ
イ

ク
ル
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
へ
。
締
切
は

６
月
記
日
（
水
）
。
当
選
者
に
は
小
誌
よ

り
御
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

の
情
報
紹
介
等
、
ト
ー
タ
ル
な

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
が
満
載
さ
れ

て
お
り
、
心
豊
か
で
オ
シ
ャ
レ

な
り
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
フ
を
提
案

し
て
い
る
。

八
Ｙ
Ｖ
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鍵議灘Ｉ
霧

☆
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
身
近
に
楽

し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン

去
る
３
月
に
三
宮
サ
ン
セ
ッ

ト
通
り
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

海
の
幸
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
神
戸

牛
ス
テ
ー
キ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

〃
マ
リ
ー
ナ
セ
ゾ
ン
〃
・

瀬
戸
内
海
の
新
鮮
な
海
の
幸

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
素
材
を

生
し
た
料
理
が
持
ち
味
。
日
本

料
理
・
中
華
料
理
の
手
法
も
取

り
入
れ
、
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
た

独
自
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
神
戸

牛
ス
テ
ー
キ
を
提
供
し
て
く
れ

る
。
味
に
は
絶
対
の
自
信
を
持

つ
当
店
だ
が
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
お
値
段
が
モ
ッ
ト
ー
。
３
千

９
百
円
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
、

５
千
円
の
神
戸
牛
ス
テ
ー
キ
コ

ー
ス
等
、
何
と
も
お
得
。
「
お
店

は
お
客
様
が
作
る
も
の
。
わ
が

ま
ま
を
言
っ
て
も
ら
え
る
お
店

に
し
た
い
」
と
総
料
理
長
兼
支

配
人
の
増
岡
さ
ん
。
気
品
が
あ

り
な
が
ら
肩
肘
張
ら
な
い
雰
囲

び
っ

一
審
ｒ
》
州

☆
活
き
の
い
い
の
は
魚
だ
け
じ

ゃ
な
い
／
、
〃
う
お
ほ
り
〃

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

気
だ
か
ら
、
構
え
る
こ
と
な
く

誰
で
も
気
軽
に
足
が
運
べ
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
も
完
備

さ
れ
て
お
り
、
パ
ー
テ
ィ
や
宴

会
に
も
利
用
で
き
る
。
神
戸
っ

子
大
ス
イ
セ
ン
の
お
店
で
す
。

「うまい魚を食べて下さい／」
左は店長の奥野さん

ル
地
下
三
階
、
土
産
物
店
を
通

り
抜
け
た
奥
に
あ
る
大
き
な
水

槽
。
中
に
は
多
種
類
の
魚
、
え

び
、
あ
わ
び
な
ど
が
勢
い
よ
く

泳
ぐ
。
活
魚
・
鮪
。
割
烹
の
店

〃
う
お
ほ
り
〃
が
以
前
同
じ
場
所

に
あ
っ
た
店
を
引
き
継
い
で
オ

ー
プ
ン
し
た
の
は
４
月
蝿
日
。

薄
利
多
売
覚
悟
の
そ
の
サ
ー
ビ

ス
に
は
頭
が
下
が
る
。
ま
ず
驚

く
の
が
そ
の
安
さ
。
お
こ
ぜ
フ

ル
コ
ー
ス
８
千
円
な
ど
、
本
当

に
い
い
の
？
と
言
い
た
い
。
神

戸
で
は
飲
め
な
い
全
国
の
銘
酒

も
揃
い
、
通
に
も
喜
ば
れ
る
こ

と
間
違
い
な
し
。
「
食
べ
た
い

魚
、
飲
み
た
い
銘
酒
が
あ
れ
ば

一
週
間
前
に
電
話
し
て
下
さ

い
。
ご
期
待
に
答
え
ま
す
よ
」

と
こ
れ
ま
た
活
き
の
い
い
料
理

長
。
口
コ
ミ
体
質
の
神
戸
っ
子

で
早
く
も
賑
わ
っ
て
い
る
。

回
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
１
１
タ
イ

シ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ル
－
Ｆ
打
時
１

割
時
（
日
願
・
祝
日
の
み
ラ
ン
チ
あ
り

肥
時
ｌ
腸
時
）
木
曜
休

雷
、
ｌ
湖
－
５
６
７
０

113

☆
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
の
和
食
処

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
神
戸

１
階
の
和
食
処
〃
花
真
珠
″
が

新
装
オ
ー
プ
ン
。
椅
子
席
と
座

敷
３
室
（
予
約
制
）
が
あ
り
、

和
紙
や
間
接
照
明
を
使
っ
た
ネ

オ
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
な
空
間
に

畷園

お
昼
の
献
立
に
は
、
天
鉄
羅
御

膳
、
刺
身
御
膳
、
ぞ
う
す
い
御

膳
（
各
１
６
０
０
円
）
、
季
節
御

膳
（
２
千
円
）
な
ど
が
あ
る
が
、

６
月
か
ら
さ
ら
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
定
食
が
で
き
る
そ
う
な
の

で
、
要
チ
ェ
ッ
ク
。
夜
は
季
節

の
食
材
を
使
っ
た
懐
石
が
３
８

０
０
円
１
７
千
円
。
神
戸
空
港

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
営
業
を
開

始
す
る
と
、
神
戸
で
は
関
西
国

際
空
港
に
一
番
近
く
な
る
こ
の

ホ
テ
ル
。
海
外
へ
の
行
き
帰
り

の
お
客
様
を
も
て
な
す
に
も
い

い
で
す
ね
。

団
中
央
区
港
島
中
町
７
１
５
１
１

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
神
戸
１
階

茸
叩
ｌ
油
１
０
１
０
０
Ⅷ
時
半
１
Ｍ

時
Ⅳ
時
Ｉ
配
時

図
中
央
区
北
野
町
１
１
３
新
神
戸
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
Ｂ
３
賓
叩
ｌ
城

１
２
２
６
０
川
時
１
浬
時

和服の女性が笑顔で迎えてくれる

睡甫磯啄悪歯．

店内はゆったりした空間でくつろげる

な
っ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
と
テ

ー
ブ
ル
の
間
に
ゆ
っ
た
り
と
ス

ペ
ー
ス
が
と
っ
て
あ
る
の
で
、

商
談
を
兼
ね
た
ピ
ジ
ネ
ス
ラ
ン

チ
、
会
食
に
も
使
い
や
す
い
。
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三
条
杜
夫
金
悌
稼
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉
写
真
／
森
田
篤
志

三
条
杜
夫
金
悌
稼
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉
写
真
／
森
田
篤
志

歌
っ
て
踊
っ
て
、
あ
り
が
た
や

兵
庫
大
悌
ま
つ
り

卸

１
１１４
１

１
１１４
１

●
る
ぽ
。
え
つ
せ
い
神
戸
●
⑳

●
る
ぽ
。
え
つ
せ
い
神
戸
●
⑳

牌

歌
っ
て
踊
っ
て
、
あ
り
が
た
や

兵
庫
大
悌
ま
つ
り

「
赤
い
た
す
き
か
け
た
大
仏
さ
ん
が
出
征
し
は
っ
た
ん

や
。
行
か
ん
と
い
て
ゆ
う
て
、
市
民
が
泣
く
泣
く
見
送
っ

た
ん
や
で
」
何
度
か
、
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し
た
。

奈
良
の
大
仏
、
鎌
倉
の
大
仏
と
並
ん
で
〃
日
本
三
大
仏
″

と
い
わ
れ
た
兵
庫
の
大
仏
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
金
属
供

出
で
解
体
さ
れ
姿
を
消
し
た
。
「
昔
、
能
福
寺
に
大
仏
さ

ん
が
い
て
は
っ
た
ん
や
で
」
懐
し
む
市
民
の
声
が
届
い
た

の
だ
ろ
う
。
平
成
３
年
５
月
、
大
仏
さ
ん
が
帰
っ
て
来
は

っ
た
。
総
工
費
５
億
円
、
身
の
丈
ｎ
ｍ
、
台
座
７
ｍ
、
重
量

釦
ｔ
、
ｌ
平
成
の
大
仏
建
立
は
ま
さ
に
神
戸
市
民
の

血
と
涙
と
汗
の
結
晶
だ
っ
た
。
実
に
奴
年
振
り
に
よ
み
返

っ
た
兵
庫
大
仏
を
歓
迎
し
て
誰
れ
い
う
と
も
な
く
始
ま
っ

た
〃
兵
庫
大
俳
ま
つ
り
〃
が
、
今
年
、
第
４
回
目
を
迎
え

た
。
去
年
よ
り
は
今
年
、
今
年
よ
り
は
来
年
、
と
、
ま
す

ま
す
大
仏
に
心
を
寄
せ
、
み
ん
な
で
盛
り
上
ろ
う
と
願
う

市
民
の
意
欲
が
「
兵
庫
大
桃
あ
り
が
た
や
節
」
と
い
う
歌

ま
で
誕
生
さ
せ
て
、
二
代
目
大
仏
は
初
代
に
負
け
ぬ
、
い

や
、
そ
れ
以
上
の
善
男
善
女
の
心
の
支
え
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。

日本三大仏のひとつ､ 兵庫大悌. が能福寺にある日本三大仏のひとつ､ 兵庫大悌. が能福寺にある

「
赤
い
た
す
き
か
け
た
大
仏
さ
ん
が
出
征
し
は
っ
た
ん

や
。
行
か
ん
と
い
て
ゆ
う
て
、
市
民
が
泣
く
泣
く
見
送
っ

た
ん
や
で
」
何
度
か
、
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し
た
。

奈
良
の
大
仏
、
鎌
倉
の
大
仏
と
並
ん
で
〃
日
本
三
大
仏
″

と
い
わ
れ
た
兵
庫
の
大
仏
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
金
属
供

出
で
解
体
さ
れ
姿
を
消
し
た
。
「
昔
、
能
福
寺
に
大
仏
さ

ん
が
い
て
は
っ
た
ん
や
で
」
懐
し
む
市
民
の
声
が
届
い
た

の
だ
ろ
う
。
平
成
３
年
５
月
、
大
仏
さ
ん
が
帰
っ
て
来
は

っ
た
。
総
工
費
５
億
円
、
身
の
丈
ｎ
ｍ
、
台
座
７
ｍ
、
重
量

釦
ｔ
、
ｌ
平
成
の
大
仏
建
立
は
ま
さ
に
神
戸
市
民
の

血
と
涙
と
汗
の
結
晶
だ
っ
た
。
実
に
奴
年
振
り
に
よ
み
返

っ
た
兵
庫
大
仏
を
歓
迎
し
て
誰
れ
い
う
と
も
な
く
始
ま
っ

た
〃
兵
庫
大
俳
ま
つ
り
〃
が
、
今
年
、
第
４
回
目
を
迎
え

た
。
去
年
よ
り
は
今
年
、
今
年
よ
り
は
来
年
、
と
、
ま
す

ま
す
大
仏
に
心
を
寄
せ
、
み
ん
な
で
盛
り
上
ろ
う
と
願
う

市
民
の
意
欲
が
「
兵
庫
大
桃
あ
り
が
た
や
節
」
と
い
う
歌

ま
で
誕
生
さ
せ
て
、
二
代
目
大
仏
は
初
代
に
負
け
ぬ
、
い

や
、
そ
れ
以
上
の
善
男
善
女
の
心
の
支
え
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
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歩電画静

（芹卜から右へ）参道にはたくさんの屋台がならぶ。堀郁子さんと「音楽の家」門下生によるシャンソン。花柳五三輔さんの祝舞。境内には古道
具屋が店開き。丹野サヨ子さんらのハワイアン。

お
も
ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
に

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
々

Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
を
南
に
徒
歩
７
分
。
能
福
寺
は
平
清
盛
が

剃
髪
し
た
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
境
内
に

大
仏
は
デ
ン
と
青
空
を
背
に
鎮
座
し
て
い
る
。
緑
青
色
の

大
仏
が
周
囲
の
木
々
の
み
ど
り
に
映
え
る
季
節
に
大
俳
ま

つ
り
は
幕
を
開
く
。

５
月
９
日
（
月
）
、
午
後
３
時
、
境
内
に
「
ゴ
ー
ン
」
と

鐘
が
鳴
り
ひ
び
い
た
。
そ
れ
を
合
図
に
餅
ま
き
、
豆
ま
き

が
行
わ
れ
た
。
豆
と
い
っ
て
も
、
大
豆
で
は
な
い
。
ピ
ー

ナ
ツ
だ
。
そ
の
あ
た
り
が
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
ら
し
く
て
お
も

し
ろ
い
。
大
仏
さ
ん
の
奉
納
と
い
っ
て
も
、
日
本
調
の
だ

し
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、

サ
ン
バ
…
…
洋
の
東
西
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
び
っ
し
り
用
意
さ
れ
て
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
箱
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
次
か
ら
次
へ
と
め
く
る
め
く
よ
う
に
展

開
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
大
悌
ま
つ
り
の
自
慢
な
の
だ
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
花
柳
五
三
輔
さ
ん
の
祝
舞
「
三

番
里
」
が
、
厳
し
ゅ
く
さ
の
中
に
も
は
な
や
か
さ
を
か
も

し
出
し
て
胸
を
打
つ
。
兵
庫
区
連
合
婦
人
会
の
新
舞
踊

は
、
親
し
み
や
す
い
歌
に
乗
せ
て
の
踊
り
が
見
る
人
の
心

を
な
ご
め
て
く
れ
る
。

町
娘
の
か
れ
ん
さ
を
表
現
し
た
「
花
ぐ
る
ま
」
や
荒
波

に
め
げ
ず
雄
々
し
く
生
き
る
様
を
踊
り
に
し
た
「
人
生
祝

い
唄
」
な
ど
、
日
ご
ろ
の
エ
プ
ロ
ン
姿
と
は
う
っ
て
変
わ

っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
の
あ
で
や
か
な
着
物
姿
が
目
を
く
ぎ

づ
け
に
し
た
。
続
い
て
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
、
堀
郁
子
さ
ん

と
「
音
楽
の
家
」
の
門
下
生
た
ち
お
得
意
の
ス
テ
ー
ジ

が
、
早
く
も
観
客
を
酔
わ
せ
る
。

ち
ょ
っ
と
変
わ
り
ダ
ネ
と
し
て
は
、
神
戸
新
聞
文
化
セ

５
１
１
１
１

:蕪穫趨

職
醗藍霧

Ｅ
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職蝋懲
ﾄ掌

ｰ

神戸神菖巧芸能研究会の「筑紫舞」

１
１１６
１

兵庫露迎合婦人会のみなさんによる「兵庫大悌ありがたや節」 兵庫木遣り音頭

ン
タ
ー
作
詩
作
曲
教
室
の
発
表
。
講
師
の
作
曲
家
。
小
野

瀬
晃
一
さ
ん
は
「
兵
庫
大
俳
あ
り
が
た
や
節
」
の
作
曲
者

で
も
あ
る
。
「
皆
さ
ん
が
教
室
で
習
っ
て
作
っ
た
歌
が
も

し
ヒ
ッ
ト
し
た
ら
、
孫
子
の
代
ま
で
著
作
権
料
が
入
っ
て

喜
ば
れ
ま
す
よ
」
と
、
ほ
ほ
え
み
を
誘
っ
た
。

能
福
寺
講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
が
と
り
わ
け
は
な
や
ぐ
の
は

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
。
プ
ア
ラ
ニ
サ
ョ
コ
こ

と
丹
野
サ
ョ
子
さ
ん
率
い
る
チ
ー
ム
が
「
南
国
の
夜
」
「
カ

イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」
な
ど
、
甘
い
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
の
調
べ
に

乗
っ
て
、
常
夏
の
国
・
ハ
ワ
イ
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
た
。

二
宮
神
社
を
拠
点
と
す
る
神
戸
神
事
芸
能
研
究
会
の

「
筑
柴
舞
」
の
後
は
、
兵
庫
木
遣
り
音
頭
が
披
露
さ
れ

た
。
国
際
港
都
・
神
戸
の
原
型
を
築
い
た
平
清
盛
。
彼
が

手
が
け
た
経
ケ
島
の
名
残
り
を
伝
え
る
兵
庫
運
河
。
そ
こ

に
た
く
わ
え
ら
れ
た
材
木
を
あ
や
つ
る
男
た
ち
の
心
意
気

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
木
遣
り
音
頭
は
、
保
存
会
メ
ン
バ
ー

た
ち
の
熱
演
で
、
神
戸
っ
子
の
胸
を
お
ど
ら
せ
た
。

初
夏
の
陽
ざ
し
が
よ
う
や
く
、
た
そ
が
れ
の
色
を
感
じ

さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
こ
の
た
び
作
ら
れ
た
ば
か
り
の

「
兵
庫
大
桃
あ
り
が
た
や
節
」
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
作

詩
は
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
編
集
長
の
小
泉
美
喜
子
さ
ん
。

実
は
、
彼
女
は
知
る
人
ぞ
知
る
作
詞
家
で
ノ
ー
ト
に
び
っ

し
り
た
く
さ
ん
の
詩
を
書
き
貯
め
て
い
る
。
作
曲
・
小
野

瀬
晃
一
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
で
、
昨
年
に
は
「
フ
ル
ー
ッ
フ

ラ
ワ
ー
サ
ン
バ
」
を
打
ち
出
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
さ
て
、
大
仏
音
頭
、
歌
う
は
神
戸
の
タ

ー
坊
。
ハ
リ
の
あ
る
声
で
、
朗
々
と
歌
い
出
す
と
、
兵
庫

連
合
婦
人
会
の
面
々
が
踊
り
出
す
。
こ
の
曲
、
若
柳
吉
金
吾

さ
ん
の
振
付
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
豪
華
版
だ
。

へ
あ
り
が
た
や
あ
り
が
た
や
兵
庫
大
桃
あ
り
が
た

や
兵
庫
津
の
道
ひ
と
り
で
詣
り
や
美
男
に
お
わ
す
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（斧卜から右へ）カラオケ大会で優勝した間曽さん。生田神社獅子舞。林秀姫さんの韓国民族太鼓。
矢野正文さん指揮の神戸フラウエンコールによるコーラス。

辱』騨冨

大
悌
つ
あ
ん
…
…

軽
快
で
そ
れ
で
い
て
哀
愁
も
た
だ
よ
う
、
実
に
い
い
歌

だ
。
た
か
は
し
も
う
さ
ん
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。

夜
の
部
の
呼
び
も
の
は
第
１
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
兵
庫

区
は
も
と
よ
り
、
神
戸
市
近
郊
か
ら
参
加
の
釦
名
余
り
が

得
意
の
ノ
ド
を
競
い
、
超
名
が
翌
日
の
決
勝
大
会
に
進
出

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
仏
と
共
に
神
戸
っ
子
の
平
和
を
ね
が
う

名
物
行
事
に

翌
く
る
５
月
、
日
（
火
）
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
。
参
道

に
軒
を
連
ら
ね
た
一
口
カ
ス
テ
ラ
、
綿
菓
子
、
イ
カ
焼
き

な
ど
の
店
が
縁
日
ム
ー
ド
を
盛
り
あ
げ
る
。
司
会
を
や
り

な
が
ら
、
僕
が
息
を
の
ん
だ
の
は
、
若
柳
吉
金
吾
さ
ん
の

「
越
後
獅
子
」
。
昔
、
映
画
で
観
た
あ
の
特
有
の
姿
で
、

吉
金
吾
さ
ん
は
境
内
狭
し
と
踊
り
ま
く
っ
た
。
ま
る
で
、

百
年
も
二
百
年
も
時
計
が
逆
房
り
し
て
、
僕
は
本
当
に
越

後
獅
子
や
角
兵
衛
獅
子
が
活
躍
し
た
時
代
に
迷
い
込
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
は
と
思
う
ほ
ど
感
動
し
た
。
大
仏
の
台
座

の
石
段
を
一
つ
歯
の
下
駄
で
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
跳
び
は
ね

る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
大
仏
さ
ん
の
顔
が
確
か
に
一

瞬
、
ほ
こ
る
ん
で
「
ほ
う
」
と
た
め
息
を
も
ら
さ
は
っ
た

の
を
、
僕
は
感
じ
た
。
「
大
仏
さ
ん
も
喜
ん
で
は
る
」
僕

は
素
晴
ら
し
い
催
し
も
の
の
司
会
を
よ
く
ぞ
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
だ
と
、
思
わ
ず
合
掌
し
た
。

ま
り
遥
さ
ん
の
ポ
ッ
プ
ス
ナ
ン
バ
ー
、
音
楽
家
・
矢
野

正
文
さ
ん
指
揮
。
神
戸
フ
ラ
ウ
ェ
ン
コ
ー
ル
の
コ
ー
ラ

ス
、
林
秀
姫
さ
ん
の
韓
国
民
族
太
鼓
と
唄
に
続
い
て
、
月

刊
神
戸
っ
子
サ
ン
パ
チ
ー
ム
の
サ
ン
バ
が
ム
ー
ド
を
一

新
、
い
や
が
う
え
に
も
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
た
。

生
田
神
社
獅
子
舞
、
神
戸
青
年
合
唱
団
の
和
太
鼓
と
、

７
１
１
１
１

碑繊灘：

鴬鶴亀、
購瀞鶏v
電= 鍔
, ｗＦ』 i Ｈ

串
唖
詫
凹
ゴ

鍵
鵜
鐙

鋳
懲 自野増

議職“磯! ; # # 議驚錨

若柳吉金吾さんの「越後獅子」率: E 輯
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鱗

蝿
３
か

心

： 趨鍔

( 上）高橋孟さんらの似顔絵コーナー
( 下）雲井世雄住賊

箪鍵

８
１
１
‐
１

ま
つ
り
は
ぐ
ん
ぐ
ん
フ
ィ
ー
バ
ー
し
て
い
く
。

今
年
の
呼
び
も
の
は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
カ
ラ
オ
ケ
大

会
の
決
勝
戦
だ
。
２
時
間
余
り
に
わ
た
る
接
戦
の
結
果
、

兵
庫
区
か
ら
参
加
し
た
間
曽
松
吉
さ
ん
が
「
父
娘
坂
」
で

大
仏
大
賞
を
狸
得
し
た
。
会
場
に
立
見
が
出
る
ほ
ど
の
熱

気
で
声
援
を
送
っ
て
く
れ
た
観
客
を
魅
了
し
た
の
は
、
ゲ

ス
ト
歌
手
の
神
戸
の
タ
ー
坊
と
三
代
沙
也
可
の
ス
テ
ー

ジ
。
観
客
は
う
っ
と
り
と
聴
き
ほ
れ
、
わ
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
で
た
た
え
た
。
た
か
は
し
も
う
さ
ん
、
初
田
寿
さ
ん
、

佐
藤
廉
さ
ん
、
大
橋
良
三
さ
ん
ら
文
化
人
の
ゲ
ス
ト
出
演

も
見
も
の
で
、
こ
の
大
悌
ま
つ
り
が
い
か
に
幅
広
い
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
を
実
証
し
て
、
今
後
の
発
展
を

予
知
さ
せ
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
誰
れ
い

う
と
な
く
始
ま
っ
た
「
兵
庫
大
桃
あ
り
が
た
や
節
」
の
大

合
唱
。
出
演
者
、
観
客
一
体
と
な
っ
て
の
大
熱
唱
に
、
演

出
を
担
当
し
た
岡
田
美
代
さ
ん
ま
で
手
拍
子
を
打
っ
て
、

関
係
者
の
健
闘
を
た
た
え
る
。
円
満
な
顔
を
い
っ
そ
う
丸

く
し
て
一
一
コ
一
一
コ
と
見
守
る
住
職
の
雲
井
世
雄
さ
ん
も
、

こ
れ
ほ
ど
の
満
足
は
な
い
と
い
っ
た
表
情
。

へ
世
界
の
平
和
は
神
戸
か
ら
、
一
願
成
就
夢
成
就

サ
テ
あ
り
が
た
や
あ
り
が
た
や
…
…

講
堂
か
ら
も
れ
出
た
声
が
午
後
９
時
に
な
ろ
う
と
す
る

境
内
に
お
よ
ん
で
、
夜
空
に
浮
か
び
上
っ
た
大
仏
さ
ん
が

「
わ
し
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
出
征
は
し
な
い
」

と
、
約
束
し
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
来
年
は
５
回

目
を
迎
え
る
こ
の
大
仏
ま
つ
り
、
地
域
の
人
た
ち
の
熱
い

意
欲
に
支
え
ら
れ
て
、
神
戸
っ
子
の
平
和
を
ね
が
う
心
を

広
く
全
国
に
ア
シ
ビ
ー
ル
す
る
名
物
行
事
と
し
て
発
展
し

て
い
く
に
違
い
な
い
と
僕
は
思
っ
た
。

霞鍵雪麗隷顔霞

蕊

蝉

曲電嘩騨尋

霞鑓感

囲

囚

¥ 聖

鶴翰

驚
熱唱する三代沙也可さん（上）
と神戸のター坊。
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コウベもファッション･ ソサエティ

｣ＦSji謙;雛’
事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

K F S 2 0 周年に向けて－ＫF Ｓトーク。

トークＫＦＳ･ 春秋年２回のＫＦＳ
名物として催しておりました。立亀先
生の公開講座は、私共活動の中核とも
いえるものでした。しかし先生の突然
のご逝去により新たな企画が必要とな
りました。２０周年のかかわりも、ふま
えて会員皆様方のご意見をお聞かせ下
さいと始まりました。
「年に１回にしても良いから名の通

った先生を招請する。たとえば、大内
順子さんとか水野正夫さん等。ＫＦＳ
のメンバーで講師の出来る人が居られ
るのだから順次お願いし、異業種の集
まりだからその特徴を充分に出した専
門的なお話しを聞かせて頂く。昨年神
戸市より初めてマイスターに認定され
た方々にお話しを伺っては。神戸の生
活文化追求」等々活発な意見が続々と

出ました。９月1 6 日には2 0 周年記念イ
ベントとして、コーディネーターに小
室豊允氏､ パネラーに新谷蕊紀氏､ 武田
則明氏、堀江珠喜氏、高野多美氏の４
氏をお迎えし“神戸いま～みらい”を
メインテーマに｢ 激論３時間｣ を開きま
すが、その中でＫＦＳのやるべき色々
な意見が出てくるだろうから、それか
らじっくり考えてはと慎重派や、小室
豊允サロンを開いて色々な分野からイ
ンターナショナルなお話しを聞かせて
頂くという意見もありました。「私達
が受講したファッション市民大学が今
の状態では、なくなったも同然。なん
とか、我々の手でもう一度再開出来な
いものか｡ あの素晴しい感動を､ 若いフ
ァッションに感心のある人達に味わっ
てほしい。お互い勉強した仲間同志が

講座の終った後このまま別れるのは惜
しいと出来たのが、今のＫＦＳｏ原点
に戻って､ 何歳になっても一生が勉強、
これで良いという事はないのだから、
教わるのではなく、自分で学ぶ姿勢が
大切。いくつになっても貧欲に。ＫＦ
ｓの仲間お互いに声を掛け合って、メ
ンバー同志がお互いを知る為ロースタ
の作成を。部会を作っては。一般会員
にマンスリーの当番をしてもらう。会
社見学を希望する。明日からすぐ役に
立つ話を｡ 」色々な意見をありがとう
ございました。1 5 0 ％とはいえません
が、会員皆さんの希望に添えるよう努
力する事を、お約束致します。
いや久し振りにＫＦＳが燃えました

素晴しい意見を、たくさん。皆さんも
ＫＦＳが好きなんだなぁ－･

中島正義
●マンスリーサロンのお知らせ
とき６月1 7 日（金）６時3 0 分より
ところ神戸市勤労会館4 0 3 号室

神戸市中央区雲井通５－１－２
恋（078）23 2 - 1 8 8 1

講師杉村啓介氏
昭和5 5 年京都大学経済学部卒業、神戸市入庁
1 9 9 0 年1 1 月より1 9 9 4 年２月までミラノ駐在員
現在神戸市企画調整局総合計画課総合計画
担当係長

テーマベネチアにみる
イタリアの都市の盛衰

会費一般１，０００円

旬
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市

「
も
ど
っ

為
助
は

う
な
が
し

「
ゆ
つ
く

為
助
は

か
ら
、
ひ

雨
を
、
唾

さ
な
え

い
た
。
涙

無
口
に
し

雨
に
う

る
と
、
さ

こ
』
り
い
藩
ワ

も
な
い
窮

も
う
屋

瀞輔輔！銀器＃ .

’
1２０
１

６１８－、 連
載
小
説
八
最
終
回
Ｖ

第
冊
回
神
戸
文
学
賞

国
神
戸
文
学
賞
受
賞

ｌ
慶
長
編
年
九
恩
十
編
ｉ

楽
ミ
ュ
ウ

コ
ラ
ー
ジ
ュ
／

田
中
徳
喜
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と
、
さ
な
え
は
思
っ
た
。

「
着
替
え
を
」

為
助
が
歩
き
だ
し
な
が
ら
、
さ
さ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

「
あ
っ
、
あ
っ
ち
」

さ
な
え
は
自
分
の
着
物
を
置
い
て
い
る
小
部
屋
を
指
さ
し
て
、

為
助
の
前
を
歩
い
た
。

一
歩
踏
み
出
す
た
び
に
、
膝
頭
が
震
え
た
。
そ
の
震
え
と
は
無

関
係
に
、
泥
だ
ら
け
の
濡
れ
た
足
の
裏
と
、
板
張
り
の
廊
下
が
擦

れ
合
っ
て
キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
と
小
気
味
の
い
い
音
を
た
て
た
。

小
部
屋
に
は
な
を
座
ら
せ
る
と
、
為
助
は
出
て
い
っ
た
。
さ
な

え
は
暗
い
部
屋
で
、
手
の
感
触
と
勘
で
、
は
な
の
着
物
を
脱
が
し

た
。
間
近
に
血
を
見
る
の
も
、
は
な
の
顔
を
見
る
の
も
怖
か
っ

た
。さ

な
え
は
自
分
も
脱
い
で
、
そ
の
水
浸
し
の
着
物
で
、
は
な
の

顔
と
胸
の
あ
た
り
と
腕
、
足
を
ふ
い
た
。

は
な
は
、
人
形
の
よ
う
に
さ
れ
る
ま
ま
に
し
て
い
た
。

「
こ
れ
、
水
。
急
げ
よ
」

為
助
が
桶
と
手
拭
を
持
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
ま
た
出
て
い
っ

た
。
さ
な
え
は
血
を
ふ
き
と
っ
た
着
物
を
丸
め
て
か
ら
、
明
か
り

を
つ
け
た
。

為
助
が
用
意
し
た
桶
は
、
市
右
衛
門
が
髪
を
洗
う
と
き
に
使
っ

て
い
る
も
の
だ
っ
た
。

桶
は
買
い
替
え
た
ば
か
り
で
、
新
し
か
っ
た
。
木
の
匂
い
が
し

た
。
削
ら
れ
て
間
も
な
い
木
肌
に
は
黒
ず
み
も
、
欠
け
た
と
こ
ろ

も
な
か
っ
た
。
市
右
衛
門
は
、
そ
う
い
う
桶
し
か
使
わ
な
か
っ

た
。桶

の
水
で
手
拭
を
洗
い
な
が
ら
、
は
な
に
付
い
た
血
を
丁
寧
に

ふ
き
と
っ
た
。
水
は
赤
く
染
ま
っ
て
い
っ
た
。
市
右
衛
門
の
桶
を

汚
す
こ
と
に
、
さ
な
え
は
罪
を
感
じ
た
。

「
き
れ
い
」

水
の
色
を
見
て
、
は
な
が
口
を
き
い
た
。

確
か
に
鮮
や
か
な
赤
だ
っ
た
。

「
そ
や
な
」

さ
な
え
は
、
は
な
が
言
葉
を
忘
れ
て
い
な
い
と
わ
か
っ
て
、
少

１
‐
２
１
１

■

「
着
替
え
を
し
て
、
そ
ん
で
・
・
・
、
い
や
、
あ
っ
た
ま
っ
て
か
ら
、
」

為
助
は
そ
こ
で
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
さ
な
え
の
足
が
止
ま
っ
た
。

男
の
う
め
き
声
が
聞
こ
え
、
そ
の
あ
と
、
女
の
ひ
き
つ
る
よ
う

な
声
が
し
た
の
だ
っ
た
。

ふ
た
り
は
屋
敷
に
駆
け
込
ん
だ
。
寵
の
ま
わ
り
が
、
荒
ら
さ
れ

て
い
た
。
さ
な
え
は
急
い
で
、
は
な
と
寝
て
い
た
部
屋
へ
入
っ
た
。

（
は
な
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
）

さ
な
え
は
口
に
出
し
て
言
う
つ
も
り
が
、
言
え
な
か
っ
た
。

薄
明
か
り
の
な
か
で
、
床
柱
に
も
た
れ
て
、
は
な
は
座
り
こ
ん

で
い
た
。
片
手
に
鎌
を
持
ち
、
血
だ
ら
け
だ
っ
た
。

さ
な
え
と
争
助
が
き
た
の
が
、
見
え
て
い
る
の
か
い
な
い
の

か
、
焦
点
の
さ
だ
ま
ら
な
い
目
を
し
て
い
た
。
口
は
半
開
き
に
あ

い
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
声
は
聞
こ
え
て
こ
な
か
っ
た
。

着
物
は
乱
れ
て
い
た
。
頑
丈
で
よ
く
働
き
そ
う
な
二
本
の
足
は

八
の
字
に
、
畳
の
上
に
投
げ
出
さ
れ
、
胸
元
か
ら
は
乳
房
が
の
ぞ

い
て
い
た
。
全
身
に
返
り
血
を
浴
び
た
は
な
は
、
へ
ん
に
大
人
び

て
み
え
た
。

は
な
の
す
ぐ
そ
ば
、
さ
な
え
が
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
横
に
な
っ

て
い
た
寝
床
の
上
に
、
頬
骨
の
突
き
出
た
見
知
ら
ぬ
男
が
倒
れ
て

い
た
。引

き
裂
か
れ
た
脇
腹
を
手
で
押
さ
え
て
、
体
を
丸
め
て
い
た
。

野
仏
に
着
せ
る
願
布
の
よ
う
な
小
さ
な
鎧
が
、
結
ん
で
い
る
紐
が

と
け
て
胴
か
ら
離
れ
て
い
た
。
さ
な
え
が
つ
く
っ
た
握
り
飯
を
食

べ
た
の
か
、
唇
の
横
に
、
飯
粒
が
つ
い
て
い
る
。

男
は
も
う
生
き
て
は
い
な
か
っ
た
。

（
う
ち
が
、
そ
ば
に
い
て
や
っ
た
ら
…
。
う
ち
の
か
わ
り
は
な
が

。
：
）さ

な
え
は
立
ち
す
く
ん
だ
。
は
な
を
中
心
に
し
て
、
部
屋
全
体

を
ぼ
ん
や
り
見
つ
め
た
。
一
瞬
だ
が
、
放
心
し
た
は
な
の
姿
が
、

住
職
を
殺
し
た
若
い
市
右
衛
門
と
す
り
か
わ
っ
て
見
え
た
。

為
助
が
は
な
に
近
づ
い
て
、
か
た
く
握
り
し
め
て
い
た
鎌
を
、

奪
う
よ
う
に
し
て
取
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
は
な
を
抱
き
上
げ

た
。小

柄
な
為
助
の
、
ど
こ
に
こ
ん
な
強
さ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
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２
１
２
１
１

れ
る
声
」
と
も
な
く
男
は
死
ん
だ
。
男
は
兄
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
の

犠
牲
に
な
っ
た
者
の
な
か
の
一
人
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

男
が
死
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
思
っ
た
。
は
な
が
生
き
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

「
ま
だ
か
？
」

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
為
助
の
せ
か
す
声
が
し
た
。

「
も
う
す
ぐ
や
」

§

灘議繍

し
ほ
っ
と
し
た
。
す
る
と
、
死
ん
だ
男
は
戦
か
ら
逃
げ
出
し
た
か

っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
考
え
が
浮
か
ん
で
き
た
。

男
は
戦
が
恐
ろ
し
く
て
、
腹
が
減
っ
て
、
た
ま
た
ま
勝
手
口
の

あ
い
て
い
た
家
に
入
っ
た
。
娘
が
い
て
、
そ
の
娘
が
欲
し
く
な
っ

た
。
男
は
娘
の
抵
抗
に
あ
っ
て
、
死
ん
だ
。

今
年
十
一
歳
に
な
る
は
な
は
、
用
心
の
た
め
に
置
い
て
い
た
鎌

を
つ
か
っ
て
、
男
を
殺
し
た
。
知
ら
な
い
村
で
、
家
族
に
看
取
ら

鐸
蕊

霞

鷺

霞

鷺t 鍵

弓
…

鋳
鱗
鱗
欝
鋳
織
輝
騨篭

蕊

鎧５１

§

蕊i謹蕊
屑

鍵蕊驚瀧
妙踊

零
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さ
な
え
は
、
長
持
の
な
か
か
ら
、
は
な
が
以
前
好
き
だ
と
言
っ

て
い
た
小
袖
を
取
り
出
し
た
。

「
こ
れ
、
も
う
返
し
て
く
れ
ん
で
え
え
か
ら
。
着
て
」

さ
な
え
が
渡
す
と
、
は
な
は
両
手
で
そ
の
小
袖
を
抱
え
て
持
っ

た
。
ふ
い
に
、
は
な
の
目
に
涙
が
満
ち
て
き
た
。

「
ど
う
し
ょ
う
。
奥
さ
ん
、
ど
う
し
ょ
う
」

は
な
は
泣
き
な
が
ら
、
小
袖
を
つ
か
ん
で
い
る
手
を
さ
な
え
に

見
せ
た
。

「
こ
の
手
で
、
人
を
。
人
を
」

小
刻
み
に
震
え
る
は
な
の
手
を
、
さ
な
え
は
自
分
の
両
手
で
包

ん
だ
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
や
。
な
、
こ
れ
、
着
よ
う
」

さ
な
え
は
、
は
な
の
手
か
ら
小
袖
を
取
っ
て
、
着
せ
た
。
着
せ

終
わ
っ
て
、
さ
な
え
が
身
支
度
を
始
め
る
と
、
泣
き
な
が
ら
は
な

は
、
さ
な
え
を
手
伝
っ
た
。

為
助
に
い
そ
が
さ
れ
、
血
の
混
じ
っ
た
桶
の
水
も
、
死
ん
だ
男

も
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
屋
敷
を
で
た
。

５
早
朝

雨
は
ま
だ
降
っ
て
い
た
。
や
み
そ
う
に
な
か
っ
た
。

三
人
と
も
蓑
と
笠
を
つ
け
て
い
た
。
為
助
が
松
明
で
足
元
を
照

ら
し
、
真
ん
中
に
さ
な
え
、
そ
の
横
に
は
な
と
並
ん
で
、
一
塊
に

縄
で
縛
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
体
を
寄
せ
あ
っ
て
歩
い
た
。

さ
な
え
と
は
な
は
そ
れ
ぞ
れ
、
枕
元
に
置
い
て
い
た
小
刀
と
木

の
棒
を
、
蓑
の
な
か
に
隠
れ
た
手
に
持
っ
て
い
た
。
争
助
は
、
死

ん
だ
男
が
、
篭
に
た
て
か
け
て
置
い
て
い
た
槍
を
も
っ
て
き
て
い

た
。生

死
に
か
か
わ
る
何
が
起
き
て
も
、
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。

三
人
は
、
ま
わ
り
を
取
り
囲
む
暗
闇
に
向
か
っ
て
身
構
え
な
が

ら
、
速
足
で
は
な
の
実
家
に
向
か
っ
た
。

途
中
、
家
の
戸
締
ま
り
を
し
て
い
た
り
、
さ
な
え
ら
と
同
じ
よ

う
な
格
好
を
し
て
歩
い
て
い
る
村
人
数
人
に
出
会
っ
た
。
短
く
声

を
か
け
あ
っ
た
が
、
さ
な
え
と
為
助
が
寄
り
添
っ
て
歩
い
て
い
て

も
、
取
り
立
て
て
ど
う
こ
う
言
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

二
人
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
村
人
に
は
、

戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕

が
な
い
ら
し
か
っ
た
。
二
人
が
駆
け
落
ち
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
、
勘
ぐ
る
者
も
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

は
な
を
実
家
に
送
り
と
ど
け
た
。
別
れ
際
、
は
な
は
雨
の
中

を
、
外
ま
で
見
送
り
に
出
て
き
た
。
さ
な
え
は
、
「
い
い
か
ら
、

戻
っ
て
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
、
は
な
は
戸
口
の
方
へ
向
き
直
っ

た
が
、
そ
の
背
中
を
さ
な
え
は
さ
す
っ
た
。
別
れ
を
言
う
か
わ
り

に
そ
う
し
た
。
は
な
は
一
一
、
三
歩
、
歩
い
て
か
ら
振
り
返
り
、
素

早
く
お
辞
儀
を
し
て
、
家
の
中
へ
消
え
た
。

は
な
の
家
を
で
て
か
ら
、
あ
の
寺
へ
向
か
っ
た
。
村
を
離
れ
る

前
に
、
さ
な
え
は
ど
う
し
て
も
行
っ
て
お
き
た
か
っ
た
。

「
も
う
ち
ょ
っ
と
で
、
夜
明
け
や
で
」

歩
き
な
が
ら
、
為
助
が
さ
な
え
を
な
じ
る
よ
う
に
言
っ
た
。

恐
ら
く
、
朝
に
な
っ
た
ら
戦
が
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
に
、
村
か

ら
な
る
べ
く
遠
い
所
へ
逃
げ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
は
、
さ

な
え
に
も
わ
か
っ
て
い
た
。
だ
が
、
寺
へ
行
く
ぐ
ら
い
の
余
裕
は

あ
る
と
思
っ
て
い
た
。

「
ご
め
ん
」

さ
な
え
は
頭
を
下
げ
た
。

夕
方
、
は
な
の
た
め
に
ア
ケ
ビ
と
ム
カ
ゴ
を
取
っ
た
場
所
に
さ

し
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
道
を
通
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
昨
日
の
こ

と
だ
っ
た
と
さ
な
え
は
思
い
返
し
た
。

馴
染
ん
で
い
た
は
ず
の
道
は
、
だ
が
、
ま
っ
た
く
別
の
道
の
よ

う
に
、
な
ぜ
か
よ
そ
よ
そ
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

「
う
ち
、
こ
の
道
、
よ
う
通
っ
た
わ
」

さ
な
え
は
無
理
や
り
に
、
そ
う
言
っ
た
。
何
か
言
っ
て
ほ
し
か

っ
た
が
、
為
助
は
黙
っ
て
い
た
。

山
道
へ
は
い
っ
た
。

道
は
雨
で
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
。
雨
が
降
っ
て
い
な
け
れ

ば
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
短
い
、
ご
く
ゆ
る
や
か
な
上
り
坂

を
、
為
助
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
さ
な
え
は
歩
い
た
。

雨
の
雫
は
、
胸
や
背
中
や
肢
や
腹
に
容
赦
な
く
は
い
り
こ
ん
で

き
て
い
た
。

１
１２３
１
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寺
は
雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
、
た
っ
て
い
た
。

人
が
住
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
で
何
事
も
起
こ
ら
な
い
ま
ま

朽
ち
果
て
た
か
の
よ
う
に
、
と
て
も
静
か
だ
っ
た
。

さ
な
え
は
堂
の
な
か
に
入
っ
た
。
う
し
ろ
か
ら
、
松
明
を
持
っ

た
為
助
が
つ
づ
い
た
。
堂
の
な
か
は
、
外
と
同
じ
く
ら
い
雨
が
降

っ
て
い
た
。

「
ひ
ど
い
雨
潜
り
や
な
」

為
助
は
、
不
快
を
と
お
り
こ
し
た
笑
い
声
を
た
て
た
。
雨
の
日

に
寺
へ
き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
ほ
ん
ま
。
ひ
ど
い
な
あ
」

さ
な
え
は
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
そ
の
う
ち
柱
が
倒
れ
、
屋
根
が

落
ち
、
い
つ
か
堂
が
木
と
瓦
の
残
骸
に
な
る
様
子
を
想
像
し
た
。

「
も
う
、
こ
こ
へ
は
、
け
え
へ
ん
や
る
な
ぁ
」

さ
な
え
は
奥
の
隅
に
、
床
の
乾
い
た
所
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
に

し
ゃ
が
ん
で
、
住
職
と
そ
の
女
房
の
た
め
に
、
持
っ
て
い
た
握
り

飯
を
そ
な
え
た
。
は
な
が
殺
し
た
男
が
食
べ
残
し
た
握
り
飯
は
、

二
つ
だ
っ
た
。

為
助
は
後
ろ
に
つ
っ
立
っ
て
、
さ
な
え
の
す
る
こ
と
を
見
て
い

た
。握

り
飯
に
向
か
っ
て
、
さ
な
え
は
手
を
合
わ
せ
、
住
職
と
女
房

が
浄
仏
す
る
よ
う
に
と
心
の
な
か
で
唱
え
た
。
そ
れ
か
ら
、
目
を

閉
じ
た
。
す
る
と
、
様
々
な
こ
と
が
思
い
浮
か
ん
だ
。

寺
の
女
房
と
市
右
衛
門
は
駆
け
落
ち
し
よ
う
と
し
て
、
出
来
な

か
っ
た
こ
と
、
鉄
砲
を
つ
く
り
続
け
て
、
こ
の
村
で
死
ん
だ
兄
の

こ
と
。
戦
が
終
わ
っ
て
、
自
分
と
為
助
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
の

を
知
っ
て
、
お
ま
つ
が
き
っ
と
嘆
く
だ
ろ
う
こ
と
…
。

「
は
異
行
こ
」

為
助
が
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
に
言
っ
た
。
さ
な
え
は
し
ゃ
が
ん
だ

ま
ま
、
為
助
を
見
上
げ
た
。

「
握
り
飯
は
、
死
ん
だ
も
ん
や
の
う
て
、
生
き
て
る
も
ん
が
食
う

も
ん
や
で
」

為
助
は
そ
う
言
っ
て
お
い
て
、
さ
な
え
か
ら
顔
を
そ
ら
し
た
。

「
こ
ん
ど
は
、
い
つ
あ
り
つ
け
る
か
知
れ
ん
の
に
」

「
う
る
さ
い
な
ぁ
」

４
１
２
１
１

さ
な
え
は
立
ち
上
っ
た
。
そ
の
思
い
つ
め
た
目
を
見
て
、
為
助

は
力
な
く
笑
っ
た
。

さ
な
え
は
先
に
堂
を
出
た
。
為
助
は
う
し
ろ
か
ら
つ
い
て
い
っ

た
が
、
出
際
に
、
大
急
ぎ
で
と
っ
て
か
え
し
、
さ
な
え
が
そ
な
え

た
握
り
飯
を
ひ
と
つ
、
口
の
中
に
詰
め
込
ん
だ
。

雨
は
小
降
り
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

寺
か
ら
、
一
息
に
坂
道
を
下
り
き
っ
た
所
で
立
ち
止
ま
り
、
二

人
は
村
と
、
村
に
つ
づ
く
平
地
を
見
渡
し
た
。

真
っ
暗
な
中
に
小
さ
く
、
松
明
の
と
も
し
び
の
列
が
見
え
た
。

西
の
方
角
だ
っ
た
。
と
も
し
び
の
列
は
向
い
側
の
山
に
も
の
び
て

い
た
。
そ
れ
は
死
者
の
霊
を
弔
う
送
り
火
の
よ
う
で
あ
り
、
行
儀

よ
く
並
ん
だ
人
魂
、
そ
の
も
の
の
よ
う
に
も
み
え
た
。

（
大
勢
の
人
が
死
ん
で
い
く
）

さ
な
え
の
心
臓
の
鼓
動
が
は
や
く
な
っ
た
。

さ
な
え
は
思
っ
た
。

恐
ら
く
、
自
分
は
市
右
衛
門
の
子
を
産
む
の
だ
ろ
う
。
松
尾
山

で
市
右
衛
門
が
死
ぬ
と
し
た
ら
、
い
や
、
生
き
の
び
た
と
し
て
も
、

市
右
衛
門
の
命
を
引
き
継
ぐ
子
を
産
む
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
、
こ
れ
か
ら
先
の
為
助
と
の
暮
ら
し
を
、
い
つ
か
壊
す
も
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
と
。

さ
な
え
は
、
今
、
市
右
衛
門
が
愛
し
か
っ
た
。

お
ま
つ
も
お
ま
つ
の
亭
主
も
、
は
な
も
、
こ
の
村
も
、
失
お
う

と
し
て
い
る
何
も
か
も
が
、
愛
し
か
っ
た
。
為
助
は
も
う
、
そ
ば

に
い
て
も
い
な
く
て
も
、
ど
ち
ら
で
も
よ
か
っ
た
。

さ
な
え
は
別
れ
て
ゆ
く
人
達
を
思
い
な
が
ら
、
と
も
し
び
の
一

つ
一
つ
を
、
じ
っ
と
見
つ
め
た
。

為
助
が
持
っ
て
い
る
松
明
か
ら
、
燃
え
て
ゆ
く
木
の
は
じ
け
る

音
が
、
聞
こ
え
た
。

（
母
さ
ん
に
、
な
る
ん
や
な
）

ふ
い
に
、
さ
な
え
は
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
。
母
さ
ん
、
母

さ
ん
と
胸
の
中
で
繰
り
返
し
言
っ
て
、
言
葉
の
響
き
を
確
か
め

た
。為

助
は
さ
な
え
に
み
つ
か
ら
な
い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
と
口
を
動

か
し
、
少
し
づ
っ
握
り
飯
を
の
み
こ
ん
で
い
た
。
八
了
Ｖ
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